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(57)【要約】
　本発明は、芝生成長を促進するためのペンフルフェンの使用に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芝生成長を促進するための下記式（Ｉ）で表される化合物（化学名：Ｎ－［２－（１，
３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、一般名：ペンフルフェン）または該化合物の農業的に許容される
塩の使用。
【化１】

【請求項２】
　芝生繁殖が栄養繁殖（張芝）であり、張芝区域での芝生成長が促進される請求項１に記
載の使用。
【請求項３】
　地上部の芝生伸長を抑制しつつ、芝生根部伸長を促進する請求項１または２に記載の使
用。
【請求項４】
　式（Ι）の化合物を、殺菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺虫剤、殺微生物剤、
肥料、誘引剤、不妊剤、協力剤、薬害軽減剤、情報化学物質および植物生長調節剤からな
る群から選択される１以上の有効成分と併用する請求項１から３のいずれか１項に記載の
使用。
【請求項５】
　施用される式（Ι）の化合物の量が１００ｐｐｍから４００ｐｐｍである請求項１から
４のいずれか１項に記載の使用。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、芝生成長を促進するためのペンフルフェンの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　成長促進剤の使用は、施肥、雑草予防および除去、病害生物防除、散水、目土入れ、刈
り取り、通気、スライシング（ｓｌｉｃｉｎｇ）、サッチング（ｔｈａｔｃｈｉｎｇ）な
どと同じようにゴルフコース、スポーツ施設、公園、道路の盛り土、および他の芝生を植
えた場所の維持の重要な一部である。
【０００３】
　従来、クロレラ抽出物（商標名：Ｇｒｅｅｎ　Ｅｄｇｅ）、シイタケ抽出物（商標名：
Ｌｅｎｔｉｍｉｎ）、および混合ハーブ抽出物（商標名：Ａｍｇｒｅｅｎ）が使われてき
たが、さらに有効性の高い芝生成長促進剤が必要とされている。
【０００４】
　特に、芝生成長促進剤に要求される一つの重要な特徴は、芝生の根の成長を促進して、
芝生の水吸収、栄養素吸収および根張りを改善しながら、地上の芝生成長を抑制する能力
である。芝生繁殖が栄養繁殖（張芝）によって、すなわち、走茎伸長（節間伸長）によっ
て行われる場合、新たな伸長の場所での芝生成長の促進が非常に重要である。
【０００５】
　ＷＯ２００５／０１８３２４には、特定のカルボキサミドを用いて植物成長を促進する
方法が開示されている。ＷＯ２００８／１４８４８２およびＷＯ２００８／１４８４７６
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では、作物成長に対するペンフルフェンの支援効果が記載されている。ＷＯ２０１１／０
０３５３３には、ペンフルフェンを用いるダイズの発芽および苗成長の促進に関する具体
的な開示がある。しかしながら、特許文献１には、芝生に関してペンフルフェンの成長促
進効果は開示も示唆もされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開ＷＯ２００５／０１８３２４明細書
【特許文献２】国際公開ＷＯ２００８／１４８４８２明細書
【特許文献３】国際公開ＷＯ２００８／１４８４７６明細書
【特許文献４】国際公開ＷＯ２０１１／００３５３３明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、芝生根の成長を促進させて根張りを向上させること、および芝生繁殖
が栄養繁殖（張芝）を介して、すなわち走茎伸長（節間伸長）による場合の張芝区域にお
ける芝生成長促進を可能とする成長促進剤を提供すること、ならびにそれの使用方法を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　従って、本発明は、下記式（Ι）によって表される化合物：

【化１】

【０００９】
（化学名：Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；一般名：ペンフルフェン）またはそ
れの農業的に許容される塩を用いて、芝生成長を促進する方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　ペンフルフェンは既知化合物であり、ＷＯ２００６／０９２２９１に開示の方法に従っ
て製造することができる。
【００１１】
　ペンフルフェンは、植物の病害予防剤としても知られており、ブラウンパッチ（紋枯病
菌（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ））に対して極めて有効である（ＷＯ２００
３／０１０１４９）。
【００１２】
　本発明において、ペンフルフェンは予想外に、芝生成長促進効果、特に新たに張芝した
区域での成長を促進する根成長促進効果を示す。
【００１３】
　従って、ペンフルフェンは、植物病害生物防除剤および芝生成長促進剤の両方として極
めて有利および有効である。
【００１４】
　ペンフルフェンは、液剤、乳濁液、水和剤、水系懸濁液、油系懸濁液、粉末剤、粉剤、
ペースト、可溶性粉末、可溶性粒剤、拡散性粒剤、サスポエマルション剤、活性化合物を
含浸させた天然化合物、活性化合物を含浸させた合成肥料およびポリマー材料中のマイク
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ロカプセル化製剤などの代表的な製剤に変換することができる。
【００１５】
　これらの製剤は、必要に応じて、界面活性剤（すなわち、乳化剤および／または分散剤
および／または発泡剤）を使用して、上記活性化合物用の増量剤（すなわち、液体溶媒お
よび／または固体担体）と組み合わせることができる。そのような製剤は、好適な設備で
調製するか、使用前もしくは使用時に調製することができる。
【００１６】
　補助剤としての使用に適した物質は、当該組成物自体および／またはそれから誘導され
た調製物（例えば、散布液、種子粉衣）に、特定の特性、例えば、特定の技術的特性およ
び／または特定の生理特性などを付与するのに適している物質である。代表的な好適な補
助剤には、増量剤、溶媒および担体などがある。
【００１７】
　好適な増量剤の例には、水、そして、極性および非極性の有機化学的液体、例えば、次
のもの：芳香族および非芳香族の炭化水素類（例えば、パラフィン類、アルキルベンゼン
類、アルキルナフタレン類およびクロロベンゼン類）、アルコール類およびポリオール類
（これらは、適宜に置換、エーテル化またはエステル化されていてもよい）、ケトン類（
例えば、アセトンおよびシクロヘキサノン）、エステル類（脂肪酸エステル類およびオイ
ルエステル類など）および（ポリ）エーテル類、置換されているか置換されていないアミ
ン類、アミド類およびラクタム類（例えば、Ｎ－アルキルピロリドン類）；ならびにラク
トン類、スルホン類およびスルホキシド類（例えば、ジメチルスルホキシド）から選択さ
れるものなどがある。
【００１８】
　増量剤として水を使用する場合、例えば、有機溶媒を補助溶媒として使用することがで
きる。実質的に好適な液体溶媒には、キシレン、トルエンおよびアルキルナフタレン類な
どの芳香族化合物；クロロベンゼン類、クロロエチレン類および塩化メチレンなどの塩素
化芳香族化合物および塩素化脂肪族炭化水素；シクロヘキサン類およびパラフィン類、例
えば石油留分、鉱油および植物油などの脂肪族炭化水素；ブタノール、グリコールおよび
それらのエーテルやエステルなどのアルコール類；アセトン、メチルエチルケトン、メチ
ルイソブチルケトンおよびシクロヘキサノンなどのケトン類；ジメチルスルホキシドなど
の強極性溶媒；ならびに水などがある。
【００１９】
　本発明によれば、担体は、特に植物または植物の部分に対する施用の容易さを高めるた
めに、活性化合物と混合されるか結合している固体または液体であることができる天然ま
たは合成の有機物質または無機物質である。そのような固体および液体の担体は、一般に
不活性であり、そして、芝生に使用するのに適しているべきである。
【００２０】
　好適な固体担体の例には、アンモニウム塩；粉砕された天然鉱物、例えば、カオリン、
クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルガイト、モンモリロナイトおよびケイ藻土；
粉砕合成物質、例えば、高分散シリカ、アルミナおよびシリケートなどがある。粒剤に好
適な固体担体の例には、粉砕して分別した天然石、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡
石および苦灰岩；有機もしくは無機の粗粉を含む合成顆粒；ならびに有機材料、例えば、
紙、おがくず、ココナッツ殻、トウモロコシ穂軸およびタバコの葉柄などの顆粒などがあ
る。好適な乳化剤および／または発泡剤には、例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステ
ル類、ポリオキシエチレン脂肪酸アルコールエーテル類、例えば、アルキルアリールポリ
グリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、アルキルサルフェート類、アリールス
ルホネート類；そしてタンパク質加水分解物などの非イオン系およびアニオン系の乳化剤
などがある。好適な分散剤には、非イオン系および／またはイオン系の物質、例えば、ア
ルコール－ＰＯＥおよび／またはＰＯＰエーテル類、酸および／またはＰＯＰ－ＰＯＥエ
ステル類、アルキルアリールおよび／またはＰＯＰ－ＰＯＥエーテル類、脂肪および／ま
たはＰＯＰ－ＰＯＥ付加物、ＰＯＥ－および／またはＰＯＰ－ポリオール誘導体、ＰＯＥ
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－および／またはＰＯＰソルビタン類および単糖類付加物、アルキルサルフェート類もし
くはアリールサルフェート類、アルキルスルホネート類もしくはアリールスルホネート類
、およびアルキルホスフェート類もしくはアリールホスフェート類、そしてそれらの相当
するＰＯＰエーテル付加物などがある。さらなる例には、適切なオリゴマーまたはポリマ
ー、例えばビニルモノマー誘導体、アクリル酸誘導体、およびＥＯおよび／またはＰＯの
単独または例えば（ポリ）アルコール類もしくは（ポリ）アミン類と組み合わせた誘導体
などがある。さらに、リグニンおよびそれのスルホン酸誘導体、未変性セルロースおよび
変性セルロース、芳香族および／または脂肪族スルホン酸ならびにそれらのホルムアルデ
ヒド付加物なども使用することができる。
【００２１】
　上記製剤において、粘着付与剤、例えば、粉末、顆粒またはラテックスの形態でのカル
ボキシメチルセルロース天然および合成ポリマー、例えば、アラビアガム、ポリビニルア
ルコールおよびポリ酢酸ビニル；天然リン脂質、例えばセファリンおよびレシチン；なら
びに合成リン脂質を使用することができる。
【００２２】
　酸化鉄、酸化チタンおよびプルシアンブルーなどの無機顔料；アリザリン色素、アゾ色
素および金属フタロシアニン色素などの有機色素；ならびに鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩
、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩および亜鉛塩などの微量栄養素などの着色剤を使用す
ることができる。
【００２３】
　他の可能な添加剤には、芳香族化合物；必要に応じて改質されていてもよい鉱油または
植物油；ロウ類、鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩および
亜鉛塩などの栄養素（微量栄養素を含む）などがある。
【００２４】
　安定剤（例えば、低温安定剤）、保存剤、酸化防止剤、光安定剤および化学的および／
もしくは物理的安定性を向上させる他の作用剤も含むことができる。
【００２５】
　上記製剤は、０．０１から９８重量％のペンフルフェン、好ましくは、０．５から９０
重量％のペンフルフェンを含有する。
【００２６】
　本発明の１実施形態において、ペンフルフェンは単独で使用可能であるか、それを製剤
中に含ませることができ、１種類以上の好適な殺菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、
殺虫剤、殺微生物剤、肥料、誘引剤、不妊剤、協力剤、薬害軽減剤、情報化学物質および
／または植物生長調節剤などの追加の活性成分との混合物を包含する。本発明のペンフル
フェンおよび佐薬を組み合わせることによって、相乗効果が生じる。すなわち、当該混合
物の活性は、個々の成分の活性に基づいて予想されると考えられる活性よりも大きい。一
般に、当該組合せは、プレミックス、タンクミックスまたは既製混合物で使用することが
できる。
【００２７】
　大まかに言って、各種追加の活性成分は、好ましくは、１００：１から１：１００の比
率で、特に好ましくは、５：１から１：５の比率で、本発明のペンフルフェンと混合させ
ることができる。
【００２８】
　本発明の１実施形態において、ペンフルフェンを、殺菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、殺線
虫剤、殺虫剤、殺微生物剤、肥料、誘引剤、不妊剤、協力剤、薬害軽減剤、情報化学物質
および植物生長調節剤からなる群から選択される１以上の活性成分と組み合わせ、芝生の
成長を促進するのに使用する。
【００２９】
　追加の活性成分の例には下記のものなどがあるが、これらに限定されるものではない。
【００３０】
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　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤
　本明細書内において一般名によって識別される活性化合物は公知であり、農薬ハンドブ
ック（「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」，　１４ｔｈ　Ｅｄ．，　Ｂｒｉ
ｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００６）に列記されて
いるか、オンライン（例えば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅ
ｓｔｉｃｉｄｅｓ）で分かる。
【００３１】
　（１）アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害剤、例えば、カーバメート系阻害
剤、例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカルブ、ブトカル
ボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、エチ
オフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イソプロカルブ、
メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカルブ、プロポクスル、チ
オジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭＣおよびキシリ
ルカルブ；および
　有機リン酸エステル系阻害剤、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス（－
メチル、－エチル）、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロル
メホス、クロルピリホス（－メチル）、クマホス、シアノホス、ジメトン－Ｓ－メチル、
ダイアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジメチルビンホ
ス、ジスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フェナミホス、フ
ェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イソフェンホス、Ｏ－
（メトキシアミンチオホスホリル）サリチル酸イソプロピル、イソオキサチオン、マラチ
オン、メカルパム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホス、モノクロトホス、ナレド
、オメトエート、オキシデメトン－メチル、パラチオン（－メチル）、フェントエート、
ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホキシム、ピリミホス（－メチル）
、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオン
、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホス、テルブホス、テトラクロルフ
ェンビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホンおよびバミドチオン。
【００３２】
　（２）ＧＡＢＡ－依存性塩化物チャンネル拮抗薬、例えば有機塩素化合物、例えば、ク
ロルデンおよびエンドスルファン（α－）、および
　フィプロール類（フェニルピラゾール類）、例えばエチプロール、フィプロニル、ピラ
フルプロールおよびピリプロール。
【００３３】
　（３）ナトリウムチャンネル調節剤／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば
、
　ピレスロイド系、例えばアクリナトリン、アレスリン（ｄ－シス－トランス、ｄ－トラ
ンス）、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン－ｓ－シクロペンテニル、ビ
オレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン（β）、シハロトリン（γ、λ）、シ
ペルメトリン（α、β、θ、ζ）、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デル
タメトリン、ジメフルトリン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）－異性体］、エスフ
ェンバレレート、エトフェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フェ
ンバレレート、フルメトリン、フルバリネート（τ－）、ハルフェンプロックス、イミプ
ロトリン、メトフルトリン、ペルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］
、プラレトリン、プロフルトリン、ピレトリン（除虫菊）、レスメトリン、ＲＵ１５５２
５、シラフルオフェン、テフルトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）－異性体］、トラロメ
トリン、トランスフルトリンおよびＤＤＴ；およびメトキシクロル。
【００３４】
　（４）ニコチン性アセチルコリン受容体作動薬、例えば
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリドおよびチアメトキサム；またはニコチン。
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【００３５】
　（５）アロステリック性のアセチルコリン受容体調節剤（作動薬）、例えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラムおよびスピノサド。
【００３６】
　（６）塩化物チャンネル活性化剤、例えば、エバーメクチン系／ミルベマイシン系、例
えば、アバメクチン、安息香酸エマメクチン、レピメクチンおよびミルベメクチン。
【００３７】
　（７）幼若ホルモンの類似体、例えば、ハイドロプレン、キノプレン、およびメトプレ
ン；フェノキシカルブ；およびピリプロキシフェン。
【００３８】
　（８）作用機序が未知である活性化合物または非特異的活性化合物、例えば、
　燻蒸剤、例えば、ホウ酸メチルおよび他のハロゲン化アルキル類；および
　クロロピクリン；フッ化スルフリル；硼砂；酒石酸アンチモンカリウム。
【００３９】
　（９）選択的摂食阻害薬、例えばピメトロジンおよびフロニカミド。
【００４０】
　（１０）ダニ成長阻害薬、例えば、クロフェンテジン、ジフロビダジン、ヘキシチアゾ
クスおよびエトキサゾール。
【００４１】
　（１１）微生物系の昆虫消化管膜撹乱剤、例えば
　バチルス・チューリンゲンシス亜種イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バチルス・スフ
ァエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バチルス・チューリンゲンシ
ス亜種アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉ
ｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バチルス・チューリンゲンシス亜種クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）および
バチルス・チューリンゲンシス亜種テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）；およびＢＴ植物タン
パク質、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３
Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３ＢｂおよびＣｒｙ３４／３５Ａｂ１。
【００４２】
　（１２）酸化的リン酸化阻害剤およびＡＴＰ攪乱物質、例えば、
　ジアフェンチウロン；
　および有機スズ系化合物、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチンおよび酸化フェンブ
タチン；および
　プロパルギットおよびテトラジホン。
【００４３】
　（１３）Ｈ＋プロトン勾配を遮断することにより機能する酸化的リン酸化の脱共役剤、
例えば、
　クロルフェナピルおよびＤＮＯＣ。
【００４４】
　（１４）ニコチン性アセチルコリン受容体遮断薬、例えば
　ベンスルタップ、カルタップ（塩酸塩）、チオシクラム、およびチオスルタップ（ナト
リウム）。
【００４５】
　（１５）キチン生合成阻害剤（０型）、例えば
　ベンゾイル尿素系阻害剤、例えば、ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベ
ンズロン、フルアズロン、フルシクロクスロン、フレフェノクスロン（ｆｌｅｆｅｎｏｘ
ｕｒｏｎ）、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テフルベ
ンズロンおよびトリフルムロン。



(8) JP 2016-515111 A 2016.5.26

10

20

30

40

50

【００４６】
　（１６）キチン生合成阻害剤（１型）、例えば
　ブプロフェジン。
【００４７】
　（１７）脱皮攪乱物質、例えば
　シロマジン。
【００４８】
　（１８）エクジソン作動薬／攪乱物質、例えば、
　ジアシルヒドラジン系、例えば、クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシフェノ
ジドおよびテブフェノジド。
【００４９】
　（１９）オクトパミン作動薬、例えば
　アミトラズ。
【００５０】
　（２０）電子伝達複合体ＩＩＩ阻害剤、例えば、
　ヒドラメチルノン、アセキノシル、フルアクリピリムおよびフロメトキン。
【００５１】
　（２１）電子伝達複合体Ｉ阻害剤、例えば、
　ＭＥＴＩ系殺ダニ剤に属するもの、例えば、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピ
リミジフェン、ピリダベン、テブフェンピラドおよびトルフェンピラド；およびロテノン
（デリス）。
【００５２】
　（２２）電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、
　インドキサカルブおよびメタフルミゾン。
【００５３】
　（２３）アセチル－ＣｏＡカルボキシラーゼ阻害薬、例えば
　テトロン酸誘導体、例えばスピロジクロフェンおよびスピロメシフェン；またはテトラ
ミン酸誘導体、例えばスピロテトラマト。
【００５４】
　（２４）電子伝達複合体ＩＶ阻害剤、例えば
　ホスフィン系、例えばリン酸アルミニウム、リン酸カルシウム、ホスフィン、およびリ
ン酸亜鉛；およびシアン化物。
【００５５】
　（２５）電子伝達複合体ＩＩ阻害剤、例えば
　シエノピラフェン；シフルメトフェン；ピフルブミド。
【００５６】
　（２８）リアノジン受容体エフェクター、例えば、
　ジアミド系、例えば、フルベンジアミド、クロラントラニリプロール（リナキシピル）
、およびシアントラニリプロール（シアジピル）；そして３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ
－４－クロロ－６－［（１－シクロプロピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（
３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２００
５／０７７９３４から公知）、および２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－
１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝ア
ミノ）ベンゾイル］－１，２－ジメチルヒドラジン－メチルカルボキシレート（ＷＯ２０
０７／０４３６７７から公知）。（Ｎｅｗ　Ａｇｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｒａｃｔｉｃ
ａｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｔｅｓｔ　Ｒｅｓｕｌｔｓ）作用機序が未知であるＩＫ
Ｉ－３１０６液体５０活性化合物、例えば、アザジラクチン、アミドフルメト、ベンゾキ
シメート、ビフェナゼート、キノメチオネート、氷晶石、ジコホール、フルエンスルホン
（５－クロロ－２－［（３，４，４－トリフルオロブタ－３－エン－１－イル）スルホニ
ル］－１，３－チアゾール）、フルフェネリム、フルオピラム、ピリダリルおよびピリフ
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ルキナゾン、およびバチルス・ファーマス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づく
製品（１－１５８２、Ｂｉｏｎｅｅｍ、Ｖｏｔｉｖｏ）ｌさらには下記の公知の活性化合
物。
【００５７】
　４－｛［（６－ブロモピリダ－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ）フ
ラン２－（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から公知）、４－｛［（６－フル
オロピリダ－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５
Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から公知）、４－｛［（２－クロロ－１，３－
チアゾール－５－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－
オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から公知）、４－｛［（６－クロロピリダ－３－イル
）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／
１１５６４４から公知）、４－｛［（６－クロロピリダ－３－イル）メチル］（２，２－
ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４か
ら公知）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピリダ－３－イル）メチル］（メチル）
アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４３から公知）、４－｛［
（５，６－ジクロロピリダ－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン
－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４６から公知）、４－｛［（６－クロロ－
５－フルオロピリダ－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ
）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４３から公知）、４－｛［（６－クロロピリダ－３－
イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５
３９５８８から公知）、４－｛［（６－クロロピリダ－３－イル）メチル］（メチル）ア
ミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から公知）、［（６－クロ
ロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデンシアナミ
ド（ＷＯ２００７／１４９１３４から公知）、［１－（６－クロロピリジン－３－イル）
エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデンシアナミド（ＷＯ２００７／１４
９１３４から公知）およびそれのジアステレオマー（Ａ）および（Ｂ）：
【化２】

【００５８】
（同様にＷＯ２００７／１４９１３４から公知）、［（６－トリフルオロメチルピリジン
－３－イル）メチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデンシアナミド（ＷＯ２
００７／０９５２２９から公知）、スルホクサフロール（同様にＷＯ２００７／１４９１
３４から公知）、１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ
－１，４－ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］テトラデカ－１１－エン－１
０－オン（ＷＯ２００６／０８９６３３から公知）、３－（４′－フルオロ－２，４－ジ
メチルビフェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５
］デカ－３－エン－２－オン（ＷＯ２００８／０６７９１１から公知）、１－［２－フル
オロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェニル
］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（ＷＯ
２００６／０４３６３５から公知）、［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）
－３－［（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－６，１２－ジヒドロキシ－４，１２ｂ
－ジメチル－１１－オキシ－９－（ピリジン－３－イル）－１，３，４，４ａ，５，６，
６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベノ［ｆ］ピラノ［４，３－
ｂ］クロメン－４－イル］メチルシクロプロパンカルボキシレート（ＷＯ２００６／１２
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９７１４から公知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベン
ゼンスルホンアミド（ＷＯ２００６／０５６４３３から公知）、２－シアノ－３－（ジフ
ルオロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（ＷＯ２００６／１００２８８か
ら公知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミ
ド（ＷＯ２００５／０３５４８６から公知）、４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン１，１－ジオキシド（ＷＯ２００
７／０５７４０７から公知）およびＮ－［１－（２，３－ジメチルフェニル）－２－（３
，５－ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－アミ
ン（ＷＯ２００８／１０４５０３から公知）。
【００５９】
　特に好ましい追加の活性成分には、クロラントラニプロール、チオジカルブ、シフルト
リン、イミダクロプリド、チアクロプリド、シフルトリン、シラフルオフェン、アセタミ
プリド、チアメトキサム、フルベンジアミド、ペルメトリン、メトキシフェノジド、エト
フェンプロックス、テルフベンズロン、ダイアジノン、トラロメトリン、ＢＴ、インドキ
サカルブ、クロチアニジン、ピリミルホスメチル、ベンスルタップなどがあるが、本発明
はこれらに限定されるものではない。
【００６０】
　殺菌剤
　（１）エルゴステロール生合成阻害薬、例えば、アルジモルフ、アザコナゾール、ビテ
ルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、ジフェノコナ
ゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ドデモルフ、酢酸ドデモルフ、エポキシ
コナゾール、エタコナゾール、フェナリモール、フェンブコナゾール、フェンヘキサミド
、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、フルキンコナゾール、フルルプリミドール、
フルシラゾール、フルトリアホール、フルコナゾール、フルコナゾール－シス、ヘキサコ
ナゾール、イマザリル、硫酸イマザリル、イミベンコナゾール、イプコナゾール、メトコ
ナゾール、ミクロブタニル、ナフチフィン、ヌアリモール、オキシポコナゾール、パクロ
ブトラゾール、ペフラゾエート、ペンコナゾール、ピペラリン、プロクロラズ、プロピコ
ナゾール、プロチオコナゾール、ピリブチカルブ、ピリフェノックス、キンコナゾール、
シメコナゾール、スピロキサミン、テブコナゾール、テルビナフィン、テトラコナゾール
、トリアジメホン、トリアジメノール、トリデモルフ、トリフルミゾール、トリホリン、
トリチコナゾール、ウニコナゾール、ウニコナゾール－ｐ、ビニコナゾール、ポリコナゾ
ール、１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル
）シクロヘプタノール、１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－
１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－メチルカルボキシレート、Ｎ′－｛５－（ジフル
オロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝－
Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－Ｎ′－｛２－メ
チル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェ
ニル）イミドホルムアミドおよびＯ－［１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメ
チルブタン－２－イル］－１Ｈ－イミダゾール－１－カルボチオエート。
【００６１】
　（２）呼吸阻害薬（呼吸鎖阻害薬）、例えばビキサフェン、ボスカリド、カルボキシン
、ジフルメトリム、フェンフラム、フルオピラム、フルトラニル、フルキサピロキサド、
フラメトピル、フルメシクロックス、アンチエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ
およびアンチエピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲイソピラザムの混合物、イソピ
ラザム（アンチ－エピマー性ラセミ体）、イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオ
マー１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ
，９Ｒ）、イソピラザム（アンチエピマー性エナンチオマー１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、
イソピラザム（アンチエピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、イソピラザム（ア
ンチエピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、メプロニル、オキシカルボキシン、
ペンフルフェン、ペンチオピラド、セダキサン、チフルザミド、１－メチル－Ｎ－［２－
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（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ
－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，
２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、およびＮ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキ
シプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド。
【００６２】
　（３）呼吸鎖の複合体ＩＩＩに影響を与える呼吸阻害薬（呼吸鎖阻害薬）、例えばアメ
トクトラジン、アミスルブロム、アゾキシストロビン、シアゾファミド、ジメトキシスト
ロビン、エネストロブリン（ｅｎｅｓｔｒｏｂｕｒｉｎ）、ファモキサドン、フェンアミ
ドン、フルオキサストロビン、クレソキシム－メチル、メトミノストロビン、オリサスト
ロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、ピラメトストリビン（ｐｙｒａｍｅ
ｔｏｓｔｒｏｂｉｎ）、ピラオキシストロビン（ｐｙｒａｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ピリ
ベンカルブ、リフロキシストロビン（ｒｉｆｌｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（２Ｅ）－２－
（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロピリミジン－４－
イル］オキシ）フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（２Ｅ
）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（
トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタ
ンアミド、（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛
１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エ
タンアミド、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フル
オロ－２－フェニルエテニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）－メチ
ル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（２Ｅ）－２－｛
２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロロフェニル）ブト－３－エン－２－
イリデン］－アミノ）オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチ
ルエタンアミド、２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ
－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド、５－メトキシ－２－メチル－４
－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン）
アミノ）オキシ］メチル｝－フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－３－オン、（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニ
ル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロプ－２－エ
ン酸メチル、Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホル
ミルアミノ）－２－ヒドロキシベンズアミド、２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキ
シ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、および（２Ｒ）－２
－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］－フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－
メチルアセトアミド。
【００６３】
　（４）有糸分裂および細胞分裂の阻害薬、例えば、ベノミル、カルベンダジム、クロル
フェナゾール、ジエトフェンカルブ、エタボキサム、フルオピコリド、フベリダゾール、
ペンシクロン、チアベンダゾール、チオファネート－メチル、チオファネート、ゾキサミ
ド、５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフ
ルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジンおよび３－クロロ
－５－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオ
ロフェニル）ピリダジン。
【００６４】
　（５）多部位活性を有する化合物、例えばボルドー液、カプタホール、キャプタン、ク
ロロタロニル、水酸化銅、ナフテン酸銅、酸化銅、塩基性塩化銅、硫酸銅、および他の銅
製剤、ジクロフルアニド、ジチアノン、ドジン、ドジン遊離塩基、フェルバ（ｆｅｒｂａ
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）、フルオル－ホルペット、ホルペット、グアザチン、酢酸グアザチン、イミノクタジン
、イミノクタジンアルベシル酸塩、イミノクタジン三酢酸塩、マンカッパー、マンコゼブ
、マンネブ、メチラム、メチラム－亜鉛、オキシン－銅、プロパミジン（ｐｒｏｐａｍｉ
ｄｉｎｅ）、プロピネブ；硫黄および硫黄剤、例えば、多硫化カルシウム、チウラム、ト
リルフルアニド、ジネブおよびジラム。
【００６５】
　（６）抵抗性誘導剤、例えばアシベンゾラル－ｓ－メチル、イソチアニル、プロベナゾ
ールおよびチアジニル。
【００６６】
　（７）アミノ酸およびタンパク質生合成阻害薬、例えばアンドプリム（ａｎｄｏｐｒｉ
ｍ）、ブラストサイジン－Ｓ、シプロジニル、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩水
和物、メパニピリムおよびピリメタニル。
【００６７】
　（８）ＡＴＰ産生阻害薬、例えば酢酸フェンチン、塩化フェンチン、水酸化フェンチン
およびシルチオファン（ｓｉｌｔｈｉｏｆａｎ）。
【００６８】
　（９）細胞壁合成阻害薬、例えばベンチアバリカルブ、ジメトモルフ、フルモルフ、イ
プロバリカルブ、マンジプロパミド、ポリオキシン類、ポリオキソリム（ｐｏｌｙｏｘｏ
ｒｉｍ）、バリダマイシンＡおよびバリフェナレート。
【００６９】
　（１０）脂質および膜合成阻害薬、例えばビフェニル、クロロネブ、ジクロラン、エジ
フェンホス、エトリジアゾール、ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒｂ）、イプロベンホス、
イソプロチオラン、プロパモカルブ、プロパモカルブ塩酸塩、プロチオカルブ、ピラゾホ
ス、キントゼン、テクナゼンおよびトルクロホス－メチル。
【００７０】
　（１１）メラニン生合成阻害薬、例えばカルプロパミド、ジクロシメット、フェノキサ
ニル、フタリド、ピロキロン、およびトリシクラゾール。
【００７１】
　（１２）核酸合成阻害薬、例えばベナラキシル、ベナラキシルＭ（キララキシル（ｋｉ
ｒａｌａｘｙｌ））、ブピリメート、クロジラコン、ジメチリモール、エチリモール、フ
ララキシル、ヒメキサゾール、メタラキシル、メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、オ
フラセ、オキサジキシルおよびオキソリン酸。
【００７２】
　（１３）シグナル伝達阻害薬、例えばクロゾリネート、フェンピクロニル、フルジオキ
ソニル、イプロジオン、プロシミドン、キノキシフェンおよびビンクロゾリン。
【００７３】
　（１４）脱共役剤、例えばビナパクリル、ジノカップ、フェリムゾン、フルアジナムお
よびメプチルジノカップ。
【００７４】
　（１５）他の化合物、例えばベンチアゾール、ベトキサジン、カプシマイシン、カルボ
ン、キノメチオネート、クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎ）、クフラネブ、シフ
ルフェナミド、シモキサニル、シプロスルファミド、ダゾメット、デバカルブ、ジクロロ
フェン、ジクロメジン、ジフェンゾクアートメチルスルフェート、ジフェニルアミン、エ
コマット、フェンピラザミン、フルメトベル、フルオロミド、フルスルファミド、フルチ
アニル、ホセチル－アルミニウム、ホセチル－カルシウム、ホセチル－ナトリウム、ヘキ
サクロロベンゼン、イルママイシン、メタスルフォカルブ、メチルイソチオシアネート、
メトラフェノン、ミルジオマイシン、ナタマイシン、ジエチルジチオカーバメート、ニト
ロタール－イソプロピル、オクチリノン、オキサモカルブ、オキシフェンチイン、ペンタ
クロロフェノールおよびその塩、フェノトリン、リン酸およびその塩、プロパモカルブ－
フォセチレート、プロパノシン－ナトリウム、プロキナジド、ピロールニトリン、テブフ
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ロキン、テクロフタラム、トルニファニド、トリアゾキシド、トリクラミド、ザリラミド
、１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－
イル］エタノン、１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－
４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル
｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－１－イル］エタノン、１－（４－｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル
）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－
イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル］エタノン、１Ｈ－イミダゾール－１－カルボン酸１－（４－メ
トキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル、２，３，５，６－テトラクロ
ロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３
－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル－４，５
－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル）ピペ
リジン－１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－
１－イル）エタノン、２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン
、２－ブトキシ－６－ヨウ素－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、２－クロロ－
５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル－
１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、２－フェニルフェノールおよびそれの塩、３
，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジカルボニトリル、３－［５－（４－クロロフ
ェニル）－２，３－ジメチル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、３－クロ
ロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピ
リダジン、４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６
－ジメチルピリダジン、５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、５－
クロロ－Ｎ′－フェニル－Ｎ′－（プロプ－２－イン－１－イル）チオフェン－２－スル
ファノヒドラジド、５－メチル－６－オクチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］
ピリミジン－７－アミン、（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルプロプ－２
－エン酸エチル、Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロプ－２
－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（４－クロロフェニル）（
シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロプ－２－イン－１－イルオキシ）フ
ェニル］プロパンアミド、Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル
］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－ク
ロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、
Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－フルオロ－４
－ヨウ素ピリジン－３－カルボキサミド、Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）
イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－
フェニルアセトアミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル）ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，
２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキ
サミド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，
３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミ
ド、Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，
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４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、
ペンチル｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メ
チリデン］アミノ）オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミド、フェナジン－１
－カルボン酸、キノリン－８－オール、およびキノリン－８－オールサルフェート（２:
１）。
【００７５】
　（１６）他の化合物、例えば１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２′－
（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、Ｎ－（４′－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２′，４′－ジクロロビフェニル－
２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４′－（トリフルオロメチル）
ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２′，５′－
ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４′
－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４′－（プロプ－１－イン－１
－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ
－Ｎ－［４′－（プロプ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－
カルボキサミド、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４′－（３，３－ジメチルブト－１
－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、Ｎ－［４′－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４′－エチニルビフェニル－２－イル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４′－エチニルビフェニル－２－イ
ル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－
クロロ－Ｎ－（４′－エチニルビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサミド、
２－クロロ－Ｎ－［４′－（３，３－ジメチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ
－［４′－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－
カルボキサミド、５－フルオロ－Ｎ－［４′－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－１－
イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、２－クロロ－Ｎ－［４′－（３－ヒドロキシ－３－メチルブト－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、３－（ジフルオ
ロメチル）－Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフ
ェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、５－フルオ
ロ－Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、２－クロロ－
Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブト－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－
イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリジ
ン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、Ｎ－［２
－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロプ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－
メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド。ＢＡＦ－１２
０７フロアブル（新農薬実用化試験成績　日本植物防疫協会発行）、ＮＦ－１７１顆粒水
和剤２０（同左）、ＧＧ２２６ＳＣ（同左）、ＮＮＦ－０７２１フロアブル２０（同左）
、ＮＲ－２９水和剤（同左）。
【００７６】
　特に好ましい追加の活性成分は、チフルザミド、ポリオキシンＤ亜鉛塩、トルクロホス
メチル、ボスカリド、キャプタン、有機銅剤、ペンチオピラド、イミノクタジン酢酸塩、
チオファネートメチル、イソプロチオラン、ホセチル、フルトラニル、テブコナゾール、
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ポリカーバメート、メタラキシル、メトコナゾール、アゾキシストロビン、シプロコナゾ
ール、ヘキサコナゾール、メプロニル、ペンシクロン、クロロネブ、プロカモカルブ、ク
ロソキシムメチル、ジフェノコナゾール、ＴＰＮ、ヒドロキシイソキサゾール、イプロジ
オン、イミベンコナゾール、メトコナゾール、プロピコナゾール、トリアジメホン、ビテ
ルタノール、シメコナゾール、バリダマイシン、プロピネブ、アミスルブロム、オキスポ
コナゾールフマル酸塩、ベノミル、マンゼブ、フルジオキソニル、ミクロブタニル、ジア
ゾファミド、フラメトピル、トリフロキシストロビンなどがあるが、本発明はこれらに限
定されるものではない。
【００７７】
　除草剤および植物調節剤
　例えば、アセト乳酸シンターゼ、アセチル－ＣｏＡカルボキシラーゼ、セルロースシン
ターゼ、エノールピルビルシキミ酸－３－リン酸シンターゼ、グルタミンシンターゼ、ｐ
－ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ、フィトエンデサチュラーゼ、光化学
系Ｉ、光化学系ＩＩ、およびプロトポルフィリノーゲンオキシダーゼを阻害する活性化合
物が知られており、例えば、Ｗｅｅｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　２６　（１９８６）　ｐｐ．
４４１－４４５または″Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ″，　第１４版，　
Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　ａｎｄ　
ｔｈｅ　Ｒｏｙａｌ　Ｓｏｃ．　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，　２００６、ならびにその
中に引用された文献に開示されている。本発明に従ってペンフルフェンと組み合わせるこ
とができる既知の除草剤または植物成長調節剤は、例えば、以下の活性物質（化合物は、
国際標準化機構（ＩＳＯ）基準による一般名に従って、化学名によって、またはコード番
号によって挙げてある。）であり、そして、常に、酸、塩、エステルならびに異性体、例
えば立体異性体および光学異性体のような全ての使用可能な形態を含む。
【００７８】
　アセトクロル、アシベンゾラル、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、アシフルオルフェン、
アシフルオルフェン－ナトリウム、アクロニフェン、アラクロール、アリドクロール、ア
ロキシジム、アロキシジムナトリウム、アメトリン、アミカルバゾン、アミドクロル、ア
ミドスルホン、アミノシクロピラクロール、アミノピラリド、アミトロール、スルファミ
ン酸アンモニウム、アンシミドール、アニロホス、アスラム、アトラジン、アザフェニジ
ン、アジムスルフロン、アジプロトリン、ベフルブタミド、ベナゾリン、ベナゾリン－エ
チル、ベンカルバゾン、ベンフルラリン、ベンフレセート、ベンスリド、ベンスルフロン
、ベンスルフロン－メチル、ベンタゾン、ベンズフェンジゾン、ベンゾビシクロン、ベン
ゾフェナップ、ベンゾフルオル、ベンゾイルプロップ、シクロピロロン、ビフェノックス
、ビラナホス、ビラナホス－ナトリウム、ビスピリバック、ビスピリバック－ナトリウム
、ブロマシル、ブロモブチド、ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、ブロムロン、ブミ
ナホス、ブソキシノン（ｂｕｓｏｘｉｎｏｎｅ）、ブタクロール、ブタフェナシル、ブタ
ミホス、ブテナクロール、ブトラリン、ブトロキシジム、ブチレート、カフェンストロー
ル、カルベタミド、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン－エチル、クロメトキシフ
ェン、クロランベン、クロラジホップ、クロラジホップ－ブチル、クロルブロムロン、ク
ロルブファム、クロルフェナク、クロルフェナク－ナトリウム、クロルフェンプロップ、
クロルフルレノール、クロルフルレノール－メチル、クロリダゾン、クロリムロン、クロ
リムロン－エチル、クロルメコート－クロリド、クロロニトルフェン、クロロフタリム（
ｃｈｌｏｒｏｐｈｔｈａｌｉｍ）、クロルタール－ジメチル、クロロトルロン、クロルス
ルフロン、シニドン、シニドン－エチル、シンメチリン、シノスルフロン、クレトジム、
クロジナホップ、クロジナホップ－プロパルギル、クロフェンセット、クロマゾン、クロ
メプロップ、クロプロップ、クロピラリド、クロランスラム、クロランスラム－メチル、
クミルロン、シアナミド、シアナジン、シクラニリド、シクロエート、シクロスルファム
ロン、シクロキシジム、シクルロン、シハロホップ、シハロホップ－ブチル、シペルコー
ト、シプラジン、シプラゾール、２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ、ダイムロン（ｄａｉｍｕｒ
ｏｎ）／ダイムロン（ｄｙｍｒｏｎ）、ダラポン、ダミノジド、ダゾメット、ｎ－デカノ
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ール、デスメジファム、デスメトリン、デトシル－ピラゾレート（ＤＴｐ）、ダイアレー
ト（ｄｉａｌｌａｔｅ）、ジカンバ、ジクロベニル、ジクロロプロップ、ジクロロプロッ
プ－ｐ、ジクロホップ、ジクロホップ－メチル、ジクロホップ－ｐ－メチル、ジクロスラ
ム、ジエタチル、ジエタチル－エチル、ジフェノクスロン、ジフェンゾコート、ジフルフ
ェニカン、ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピル－ナトリウム、ジメフロン、ジケグ
ラック－ナトリウム、ジメフロン、ジメピペレート、ジメタクロール、ジメタメトリン、
ジメテナミド、ジメテナミド－Ｐ、ジメチピン、ジメトラスルフロン、ジニトラミン、ジ
ノセブ、ジノテルブ、ジフェナミド、ジプロペトリン、ジクワット、ジクワット－ジブロ
ミド、ジチオピル、ジウロン、トリアファモン、ＤＮＯＣ、エグリナジン－エチル、エン
ドタール、ＥＰＴＣ、エスプロカルブ、エタルフルラリン、エタメツルフロン、エタメツ
ルフロン－メチル、エテホン、エチジムロン、エチオジン、エトフメセート、エトキシフ
ェン、エトキシフェン－エチル、エトキシスルフロン、エトベンザニド、Ｆ－５３３１、
すなわちＮ－［２－クロロ－４－フルオロ－５－［４－（３－フルオロプロピル）－４，
５－ジヒドロ－５－オキソ－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］フェニル］エタンスルホン
アミド、Ｆ－７９６７、すなわち３－［７－クロロ－５－フルオロ－２－（トリフルオロ
メチル）－１Ｈ－ベンズイミダゾール－４－イル］－１－メチル－６－（トリフルオロメ
チル）ピリミジン－２，４（１Ｈ，３Ｈ）－ジオン、フェノプロップ、フェノキサプロッ
プ、フェノキサプロップ－ｐ、フェノキサプロップ－エチル、フェノキサプロップ－ｐ－
エチル、フェノキサスルホン、フェントラザミド、フェヌロン、フラムプロップ、フラム
プロップ－Ｍ－イソプロピル、フラムプロップ－Ｍ－メチル、フラザスルフロン、フロラ
スラム、フルアジホップ、フルアジホップ－ｐ、フルアジホップ－ブチル、フルアジホッ
プ－ｐ－ブチル、フルアゾレート（ｆｌｕａｚｏｌａｔｅ）、フルカルバゾン、フルカル
バゾン－ナトリウム、フルセトスルフロン、フルクロラリン、フルフェナセット、チフル
アミド（ｔｈｉａｆｌｕａｍｉｄｅ）、フルフェンピル、フルフェンピル－エチル、フル
メトラリン、フルメツラム、フルミクロラック、フルミクロラック－ペンチル、フルミオ
キサジン、フルミプロピン、フルオメツロン、フルオロジフェン、フルオログリコフェン
、フルオログリコフェン－エチル、フルポキサム、フルプロパシル、フルプロパネート、
フルピルスルフロン、フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム、フルレノール、フルレ
ノール－ブチル、フルリドン、フルオロクロリドン、フルオロキシピル、フルオロキシピ
ル－メプチル、フルルプリミドール、フルルタモン（ｆｌｕｒｔａｍｏｎｅ）、フルチア
セット、フルチアセット－メチル、フルチアミド（ｆｌｕｔｈｉａｍｉｄｅ）、ホメサフ
ェン、ホラムスルフロン、ホルクロルフェニュロン、ホサミン、フリルオキシフェン（ｆ
ｕｒｙｌｏｘｙｆｅｎ）、ジベレリン酸、グルホシネート、Ｌ－グルホシネート、Ｌ－グ
ルホシネート－アンモニウム、グルホシネート－ｐ、グルホシネート－ｐ－アンモニウム
、グルホシネート－ｐ－ナトリウム、グリホセート、グリホセート－イソプロピルアンモ
ニウム、Ｈ－９２０１、すなわちＯ－（２，４－ジメチル－６－ニトロフェニル）－Ｏ－
エチル－イソプロピルホスホルアミドチオエート、ハロサフェン（ｈａｌｏｓａｆｅｎ）
、ハロスルフロン、ハロスルフロン－メチル、ハロキシホップ、ハロキシホップ－Ｐ、ハ
ロキシホップ－エトキシエチル、ハロキシホップ－Ｐ－エトキシエチル、ハロキシホップ
－メチル、ハロキシホップ－Ｐ－メチル、ヘキサジノン、ＨＷ－０２、すなわち酢酸（２
，４－ジクロロフェノキシ）１－（ジメトキシホスホリル）－エチル、イマザメタベンズ
、イマザメタベンズ－メチル、イマザモックス、イマザモックス－アンモニウム、イマザ
ピック、イマザピル、イマザピル－イソプロピルアンモニウム、イマザキン、イマザキン
－アンモニウム、イマゼタピル、イマゼタピル－アンモニウム、イマゾスルフロン、イナ
ベンフィド、インダノファン、インダジフラム、インドール酢酸（ＩＡＡ）、４－インド
ール－３－イル酪酸（ＩＢＡ）、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン－メチル－ナトリ
ウム、イオキシニル、インダジフラム、イソカルバミド、イソプロパリン、イソプロツロ
ン、イソウロン、イソキサベン、イソキサクロトール、イソキサフルトール、イソキサピ
リホップ、ＫＵＨ－０４３、すなわち３－（｛［５－（ジフルオロメチル）－１－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］メチル｝スルホニル）－
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５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール、カルブチレート、ケトス
ピラドックス（ｋｅｔｏｓｐｉｒａｄｏｘ）、ラクトフェン、レナシル、リニュロン、マ
レイン酸ヒドラジド、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＢ、ＭＣＰＢ－メチル、－エチルおよび－ナトリ
ウム、メコプロップ、メコプロップ－ナトリウム、メコプロップ－ブトチル、メコプロッ
プ－Ｐ－ブトチル、メコプロップ－Ｐ－ジメチルアンモニウム、メコプロップ－Ｐ－２－
エチルヘキシル、メコプロップ－Ｐ－カリウム、メフェナセット、メフルイジド、メピコ
ート－クロリド、メソスルフロン、メソスルフロン－メチル、メソトリオン、メタベンズ
チアズロン、メタム、メタミホップ（ｍｅｔａｍｉｆｏｐ）、メタミトロン、メタザクロ
ール、メタザスルフロン（ｍｅｔａｚａｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メタゾール、メチオピルス
ルフロン（ｍｅｔｈｉｏｐｙｒｓｕｌｆｕｒｏｎ）、メチオゾリン、メトキシフェノン、
メチルダイムロン、１－メチルシクロプロペン、イソチオシアン酸メチル、メトブロムロ
ン、メトラクロール、Ｓ－メトラクロール、メトスラム、メトクスロン、メトリブジン、
メツルフロン、メツルフロン－メチル、モリネート、モナリド、モノカルバミド、モノカ
ルバミド二水素硫酸塩、モノリニュロン、モノスルフロン、モノスルフロンエステル、モ
ニュロン、ＭＴ　１２８、すなわち６－クロロ－Ｎ－［（２Ｅ）－３－クロロプロパ－２
－エン－１－イル］－５－メチル－Ｎ－フェニルピリダジン－３－アミン、ＭＴ－５９５
０、すなわちＮ－［３－クロロ－４－（１－メチルエチル）－フェニル］－２－メチルペ
ンタンアミド、ＮＧＧＣ－０１１、ナプロアニリド、ナプロパミド、ナプタラム、ＮＣ－
３１０、すなわち４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１－メチル－５－ベンジルオキ
シピラゾール、ネブロン、ニコスルフロン、ニピラクロフェン、ニトラリン、ニトロフェ
ン、ニトロフェノラト－ナトリウム（ｎｉｔｒｏｐｈｅｎｏｌａｔ　ｓｏｄｉｕｍ）（異
性体混合物）、ニトロフルオルフェン、ノナン酸、ノルフルラゾン、オルベンカルブ、オ
ルソスルファムロン、オリザリン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキサスルフロ
ン、オキサジクロメフォン、オキシフルオルフェン、パクロブトラゾール、パラコート、
パラコートジクロリド、ペラルゴン酸（ノナン酸）、ペンジメタリン、ペンドラリン（ｐ
ｅｎｄｒａｌｉｎ）、ペノキススラム、ペンタノクロル、ペントキサゾン、ペルフルイド
ン、ペトキサミド、フェニソファム、フェンメジファム、フェンメジファム－エチル、ピ
クロラム、ピコリナフェン、ピノキサデン、ピペロホス、ピリフェノップ、ピリフェノッ
プ－ブチル、プレチラクロール、プリミスルフロン、プリミスルフロン－メチル、プロベ
ナゾール、プロフルアゾール（ｐｒｏｆｌｕａｚｏｌ）、プロシアジン、プロジアミン、
プリフルラリン（ｐｒｉｆｌｕｒａｌｉｎｅ）、プロホキシジム（ｐｒｏｆｏｘｙｄｉｍ
）、プロヘキサジオン、プロヘキサジオン－カルシウム、プロヒドロジャスモン（ｐｒｏ
ｈｙｄｒｏｊａｓｍｏｎｅ）、プロメトン、プロメトリン、プロパクロル、プロパニル、
プロパキザホップ、プロパジン、プロファム、プロピソクロール、プロポキシカルバゾン
、プロポキシカルバゾン－ナトリウム、プロピリスルフロン、プロピザミド、プロスルフ
ァリン、プロスルホカルブ、プロスルフロン、プリナクロール、ピラクロニル、ピラフル
フェン、ピラフルフェン－エチル、ピラスルホトール、ピラゾリネート（ピラゾレート）
、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフロン－エチル、ピラゾキシフェン、ピリバムベンズ（
ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ）、ピリバムベンズ－イソプロピル、ピリベンゾキシム、ピリブ
チカルブ、ピリダフォル（ｐｙｒｉｄａｆｏｌ）、ピリデート、ピリフタリド、ピリミノ
バック（ｐｙｒｉｍｉｎｏｂａｃ）、ピリミノバック－メチル、ピリミスルファン、ピリ
チオバック、ピリチオバック－ナトリウム、ピロキサスルホン（ｐｙｒｏｘａｓｕｌｆｏ
ｎｅ）、ピロキシスラム（ｐｙｒｏｘｓｕｌａｍ）、ベンジルアミノプリン、キンクロラ
ック、キンメラック、キノクラミン、キザロホップ、キザロホップ－エチル、キザロホッ
プ－Ｐ、キザロホップ－Ｐ－エチル、キザロホップ－Ｐ－テフリル、リムスルフロン、サ
フルフェナシル、セクブメトン、セトキシジム、シデュロン、シマジン、シメトリン、Ｓ
Ｎ－１０６２７９、すなわちメチル－（２Ｒ）－２（｛７－［２－クロロ－４－（トリフ
ルオロメチル）フェノキシ］－２－ナフチル｝オキシ）プロパノエート、スルコトリオン
、スルファレート（ＣＤＥＣ）、スルフェントラゾン、スルホメツロン、スルホメツロン
－メチル、スルホセート（グリホセート－トリメシウム）、スルホスルフロン、ＳＹＮ－
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５２３、ＳＹＰ－２４９、すなわち１－エトキシ－３－メチル－１－オキソブタ－３－エ
ン－２－イル－５－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－２－ニト
ロ
ベンゾエート、ＳＹＰ－３００、すなわち１－［７－フルオロ－３－オキソ－４－（プロ
プ－２－イン－１－イル）－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン－６－
イル］－３－プロピル－２－チオキソイミダゾリジン－４，５－ジオン、テブタム、テブ
チウロン、テクナゼン、テフリルトリオン、テンボトリオン、テプラロキシジム、テルバ
シル、テルブカルブ、テルブクロル、テルブメトン、テルブチラジン、テルブトリン（ｔ
ｅｒｂｕｔｒｙｎｅ）、テニルクロール、チアフルアミド（ｔｈｉａｆｌｕａｍｉｄｅ）
、チアザフルオロン、チアゾピル、チジアジミン、チジアズロン（ｔｈｉｄｉａｚｕｒｏ
ｎ）、チエンカルバゾン、チエンカルバゾン－メチル、チオベンカルブ、チオカルバジル
、トプラメゾン、トラルコキシジム、トリアラート、トリアスルフロン、トリアジフラム
（ｔｒｉａｚｉｆｌａｍ）、トリアゾフェナミド、トリベヌロン、トリベヌロン－メチル
、トリクロロ酢酸（ＴＣＡ）、トリクロピル、トリジファン、トリエタジン、トリフロキ
シスルフロン、トリフロキシスルフロン－ナトリウム、トリフルラリン、トリフルスルフ
ロン、トリフルスルフロン－メチル、トリメツロン、トリネキサパック、トリネキサパッ
ク－エチル、トリトスルフロン（ｔｒｉｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チトデフ、ユニコナゾ
ール、ユニコナゾール－Ｐ、ベルノレート、ＺＪ－０８６２、すなわち３，４-ジクロロ
－Ｎ－｛２－［（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）オキシ］ベンジル｝アニリ
ンおよび以下の化合物。
【化３】

【００７９】
　ＭＢＨ－０２４フロアブル（Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ／Ｇｒｏｗｔｈ　Ｒｅｇｕｌａｔｏｒ
　Ｔｅｓｔ　Ｒｅｓｕｌｔｓ、Ｊａｐａｎ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ａｄｖａ
ｎｃｅｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｐｈｙｔｏ－Ｒｅｇｕｌａｔｏｒｓ）。
【００８０】
　特に好ましい追加の活性成分には、
　オリザリン、ペンディメタリン、カフェンストロール、レナシル、ピリブチカルブ、イ
マザキンアンモニウム、キノクラミン、プロピザミド、プロジアミン、ナプロパミド、Ｄ
ＣＢＮ，ハロスルフロンメチル、シアナジン、フルポキサム、エトキシスルフロン、Ｓ－
メトラクロール、インダジフラム、イソキサベン、フロラスラム、トリアジフラム、ブタ
ミホス、ジチオピル、インダノファン、ベスロジン、アラクロール、オキサジアルギル、
オキサジクロメホン、イマゾスルフロン、アシュラム、クロリムロンエチル、メコプロッ
プＰカリウム塩、メコプロップ、エトキシスルフロン、メトスルフロンメチル、トリクロ
ピル、フラザスルフロン、イマゾスルフロン、ピラフルフェンエチル、カルフェントラゾ
ンエチル、シクロスルファムロン、ヨードスルフロンメチルナトリウム塩、ホラムスルフ
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ロン、リムスルフロン、ＭＤＢＡ、ＭＣＰＡイソプロピルアミン塩、ベンフレセート、フ
ルセトスルフロン、フルフェナセット、トリフロキシスルフロンナトリウム塩、メタミホ
ップ、フルアジホップ、およびフルフェナセットなどがあるが、本発明はこれらに限定さ
れるものではない。
【００８１】
　本発明の好ましい実施形態では、作物保護組成物に浸透剤をさらに加える。好適な浸透
剤には、例えば、散布コーティングでの式（１）の化合物の有用性を高める物質も包含さ
れる。そのような浸透剤の例には、鉱油、植物油などがある。好適な油は、農薬組成物中
で一般に使用される全ての鉱油および植物油（必要に応じて変性されていてもよい）であ
る。例としては、ヒマワリ油、ナタネ油（ｒａｐｅｓｅｅｄ　ｏｉｌ）、オリーブ油、ヒ
マシ油、ナタネ油（ｃｏｌｚａ　ｏｉｌ）、トウモロコシ油（ｍａｉｚｅ　ｓｅｅｄ　ｏ
ｉｌ）、綿実油、ダイズ油およびそれらのエチルエステル類などがある。ナタネ油（ｒａ
ｐｅｓｅｅｄ　ｏｉｌ）、ヒマワリ油およびそれらのメチルエステルおよびエチルエステ
ルが好ましく、ナタネ油（ｒａｐｅｓｅｅｄ　ｏｉｌ）メチルエステルが特に好ましい。
【００８２】
　本発明の組成物の中の浸透剤の濃度は、広い範囲内で変えることができる。製剤された
作物保護組成物の場合、その濃度は、概して１質量％から９５質量％、好ましくは、１質
量％から５５質量％、特に好ましくは、１５質量％から４０質量％である。即時使用組成
物（噴霧）では、その濃度は、概して０．１ｇ／Ｌから１０ｇ／Ｌ、好ましくは、０．５
ｇ／Ｌから５ｇ／Ｌである。
【００８３】
　当該組成物は、その使用形態に適した従来法を用いて施用する。
【００８４】
　本発明による活性化合物を用いた植物または植物部分の処理は、従来の処理方法を用い
て、例えば、散布、噴霧、ばらまきもしくは分散による芝への直接施用、または、芝の生
えている土壌への散布、灌注もしくは混和によって行うことができる。
【００８５】
　散布処理によって施用する場合、ペンフルフェンの量は、１０ｐｐｍから１０００ｐｐ
ｍ、好ましくは５０ｐｐｍから８００ｐｐｍ、特に好ましくは１００ｐｐｍから４００ｐ
ｐｍである。
【００８６】
　本発明の１実施形態では、１０ｐｐｍから１０００ｐｐｍのペンフルフェンを施用して
、芝生の成長を促進する。
【００８７】
　本発明の１実施形態では、５０ｐｐｍから８００ｐｐｍのペンフルフェンを施用して、
芝生の成長を促進する。
【００８８】
　本発明の１実施形態では、１００ｐｐｍから４００ｐｐｍのペンフルフェンを施用して
、芝生の成長を促進する。
【００８９】
　散布施用を行う時期については特に限定はなく、好ましい時期は芝張り直後、芝生が根
を張った後、芝種子の播種直後から３．０葉期までの期間、芝種子の播種直後から２．０
葉期までの期間、芝種子の播種直後から１．０葉期までの期間、芝種子の播種直後から０
．５葉期までの期間、および３．０葉期以降である。
【００９０】
　本発明の１実施形態では、ペンフルフェンを、芝種子の播種直後から３．０葉期までの
期間内に施用して、芝生の成長を促進する。
【００９１】
　本発明の１実施形態では、ペンフルフェンを、芝種子の播種直後から２．０葉期までの
期間内に施用して、芝生の成長を促進する。
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【００９２】
　本発明の１実施形態では、ペンフルフェンを、芝種子の播種直後から１．０葉期までの
期間内に施用して、芝生の成長を促進する。
【００９３】
　本発明の実施例を下記の生物実施例の形で提供するが、本発明はこれら生物実施例に限
定されるものではない。
【００９４】
　実施例
　生物実施例１：
　試験作物：コウライシバ
　試験方法：ほぼ１５ｃｍの市松状にコウライシバを張り、約１月後に、所定の濃度に調
製したペンフルフェン（Ｃｅｒｅｎｔｕｒｆ　Ｆｏｒｔｅ；常法に従って調製した２２．
７重量％ペンフルフェンと７７．３重量％界面活性剤および水の水系懸濁液剤）をそれに
散布した（２０００Ｌ／ｈａ）。１７０日後、ホールカッターを用いて、張芝部分と隙間
部分を切り取り、根部、走茎および直立茎に分け、それぞれの重量を計測した。
【表１】

【表２】

【００９５】
　未処理区と比較して、ペンフルフェン処理区における隙間部分と張芝部分の両方で根の
量に増加があった。特に隙間部分で増加が顕著であった。また、根部重量に対する根部、
走茎および直立茎の総重量に対する比も、未処理区より処理区において高かった。
【００９６】
　本発明の１実施形態は、芝生繁殖が栄養繁殖（張芝）、すなわち走茎伸長（節間伸長）
によって起こる場合には、張芝区域での芝生成長を促進するペンフルフェンの使用に関す
る。
【００９７】
　生物実施例２
　試験作物：ベントグラス（Ａｇｒｏｓｔｉｓ　ｓｔｏｌｏｎｉｆｅｒａ）
　試験方法：プラスチック製のカップ（直径２０ｃｍ、深さ５ｃｍ）に混合土壌（砂＋腐
葉土の１：１混合物）を充填し、土壌をベントグラス（Ａ．　ｓｔｏｌｏｎｉｆｅｒａ）
播種当日および０．５葉期に、所定の濃度に調製したペンフルフェン（Ｃｅｒｅｎｔｕｒ
ｆ　Ｆｏｒｔｅ）で処理し（水量２０００Ｌ／ｈａ）、その後の発芽状態を調べた。灌水
が均等に行われるようにするため、霧吹きを所定のプッシュ回数用い、水量を均一となる
ようにモニタリングした。基肥は使用しなかった。
【００９８】
　調査方法：試験区からランダムに抜き取り、地上部・根部の長さを測定した。
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【表３】

【００９９】
　登録量（２８３ｐｐｍ）および半量の両方のペンフルフェン処理において、播種当日お
よび０．５葉期処理で地上部に比べて、根部の成長が促進される傾向にあった。
【０１００】
　本発明の１実施形態は、芝生繁殖が播種により行われる場合、地上部の芝生伸長は抑制
しつつ、芝生根部の伸長を促進させるためのペンフルフェンの使用に関する。
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